
井
土
ヶ
谷
か
ら
、
永
田

山
王
台
に
向
か
っ
て
歩
く

と
、
京
浜
急
行
を
く
ぐ
る

ガ
ー
ド
が
あ
る
。
鋼
鉄
製

だ
か
ら
電
車
が
通
る
と
う

る
さ
い
。
防
音
版
で
覆
え

ば
少
し
は
静
か
に
な
る
と

思
う
の
だ
が
・
・
・
。

五
、
六
十
年
前
は
こ
の

ガ
ー
ド
の
先
は
田
畑
と
山

林
。
春
に
は
土
筆
を
つ
み
、

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
捕
ま

え
て
い
た
と
い
う
。

明
治
期
、
日
本
か
ら
の

輸
出
品
の
一
つ
は
陶
器
で

あ
っ
た
。
陶
器
は
重
い
の

で
、
港
の
あ
る
横
浜
で
作

ら
れ
て
い
た
。

後
に
芸
術
院
会
員
に
な
っ

た
井
上
良
斎
と
云
う
陶
芸

家
も
、
陶
器
製
造
に
携
わ
っ

て
い
た
。
当
時
は
今
の
横

浜
駅
近
く
に
窯
場
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
関
東
大
震

災
で
被
災
。
窯
場
を
こ
の

ガ
ー
ド
の
奥
に
移
し
た
。

そ
の
登
り
窯
は
「
永
田
の

登
り
窯
と
自
然
を
守
る
会
」

に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い

る
。
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京
急
の
ガ
ー
ド横

浜
市
南
区
井
土
ヶ
谷

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人

質
事
件
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
軋
轢

Ｉ
Ｓ
は
「
十
字
軍
諸
国

の
市
民
を
殺
害
～
今
後
も

攻
撃
は
続
く
」
と
声
明
。

こ
れ
を
論
ず
る
前
に
、

ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中

東
の
歴
史
を
ひ
も
と
こ
う
。

十
一
世
紀
末
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
十
字
軍
は
中
東

遠
征
。
住
民
を
大
虐
殺
。

十
九
世
紀
頃
か
ら
オ
ス
マ

ン
ト
ル
コ
の
衰
退
に
乗
じ
、

中
東
を
植
民
地
支
配
。
勝

手
に
国
境
を
決
め
、
抵
抗

勢
力
は
抹
殺
。
こ
う
し
た

歴
史
を
忘
れ
な
い
で
、
現

代
を
眺
め
る
必
要
が
あ
る
。

安
倍
中
東
訪
問
で

二
〇
一
五
年
一
月
安
倍

首
相
は
エ
ジ
プ
ト
に
て

「
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ(

イ
ス
ラ
ム

国)

と
闘
う
周
辺
各
国
に
、

総
額
で
二
億
ド
ル
程
度
、

支
援
を
約
束
」
と
強
調
。

Ｉ
Ｓ
と
の
敵
対
を
明
確
化
。

今
回
の
テ
ロ
は
起
こ
る

べ
く
し
て
起
き
た
の
だ
。

日
本
の
と
る
べ
き
立
場

武
力
で
抑
え
ら
れ
た
人

は
、
強
力
な
武
器
が
足
り

な
か
っ
た
と
考
え
る
だ
け
。

爆
撃
し
て
も
し
て
も
、
自

爆
テ
ロ
な
ど
、
新
し
い
手

段
で
対
抗
す
る
。
戦
争
法

で
武
力
介
入
す
れ
ば
、
日

本
が
テ
ロ
の
標
的
に
な
る

だ
け
。

戦
争
法
を
廃
止
し
、
世

界
に
誇
れ
る
「
武
力
で
国

際
紛
争
を
解
決
し
な
い
」

平
和
憲
法
を
活
か
す
の
だ
。

そ
う
す
れ
ば
、
ど
ん
な
国

の
間
に
立
っ
て
も
平
和
裡

に
問
題
を
解
決
で
き
る
立

場
に
立
て
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
は
本
来
寛

容
な
宗
教
。
平
和
で
こ
そ

解
決
の
道
は
開
け
る
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

テロ事件、平和憲法を活かしてこそ


